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 昨年の４月１日から名古屋大学では文学研究科・国際言語文化研究科・国際開発研究科

国際コミュニケーション専攻の２研究科１専攻が統合して、新しく「人文学研究科」となった。

これまで３部局に別れていた言語学や言語教育の研究者が集まり、教育・研究の厚みがさ

らに増すこととなった。一方で、大学を取り鳴く環境は年々厳しくなり、教員が研究に費や

せる時間は年々減る一方である。このような状況の中でいかに効率よく研究できるかを模

索しているところである。 

 

2018年 12月 16日 

（杉村泰 記） 

 

 

名古屋大学言語文化研究会 

木 下   徹       玉 岡 賀 津 雄 

杉 村   泰       勝 川 裕 子 
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